
（別紙様式４）
自己採点（審査）シート
（提案型集約化施業モデル団体認定(実践体制評価)審査基準兼採点シート）
◆評価方法
	1. 達成目標と評価基準及び採点基準
評価にあたっては、6つの達成目標を設定し、その達成目標ごとに評価基準を設定するとともに、採点基準を設けて評価する。
2. 評価の採点方法

1 現地審査チームの審査委員が合議の上、それぞれの評価基準について、0～5点の素点を仮決めする。その後、委員会において総合審査により素点を決定する。

2 それぞれの評価基準の素点を平均し、達成目標ごとの評点とする（端数は四捨五入）。

3 各達成目標（各基準）の平均点が4点以上であれば、認定とする。ただし、すべての評価基準の素点が3点以上であることを要件とする。（一つでも2点以下の評価基準があれば、認定とならない。）
3. 素点設定の基本的な考え方
素点
考え方
０
基準で示す事項に取組んでいない、今後も行う予定がない。
１
基準で示す事項に今後取組む予定である。
２
基準で示す事項に取組んでいるものの、内容が不十分／不適切である。
３
基準で示す事項に取組んでおり、最低要件は満たしている。
課題が認識され、実行しながら改善の取組みを行っている。
４
3点の基準を満たすのと同時に、成果や課題が組織内で共有され、改善の仕組みが構築されている。
５
基準で示す事項が組織内で実現している。



達成目標１：提案型集約化施業の実行のために必要な、組織の推進体制が構築されている。

評価基準1-1. 提案型集約化施業への組織としての取組の基本方針・将来像が明らかになっている

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	基本方針・将来像を作成していない
	
	

	１
	基本方針・将来像を今後作成する予定である
	
	

	２
	基本方針・将来像が総代会資料等に明文化されている
	
	

	３
	地域森林管理の方針
	地域森林管理の担い手としての使命を認識している
	
	

	
	
	地域森林管理を実行する手段として提案型施業を取り入れている
	
	

	
	提案型集約化施業の取組み方針
	職員が提案型施業を理解する機会（勉強会等）を設けている
	
	

	
	
	組織内での提案型施業の位置づけを明記している
	
	

	４
	組織内で基本方針・将来像が共有されている
	事務職員が内容を理解している
	
	

	
	
	現場職員が内容を理解している
	
	

	
	
	外注先が内容を理解している
	
	

	５
	他事業との相対的な関係も合理的である
	提案型施業だけでなく他の主要事業についても将来像がある
	
	

	
	
	提案型施業と他の事業の位置づけ・関係性が明確になっている。
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5点
達成目標１：提案型集約化施業の実行のために必要な、組織の推進体制が構築されている。
評価基準1-2．提案型集約化施業を含む３～５年程度の中期事業計画及び、当年度の年間事業計画が策定されている
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	中期事業計画及び、当年度の年間事業計画を策定していない
	
	

	１
	中期事業計画及び、当年度の年間事業計画を今後策定する予定である
	
	

	２
	中期事業計画及び、当年度の年間事業計画が策定されている
	
	

	３
	年度毎に必要な事業量（施業面積・搬出材積）が計画され、その事業量は、実行可能なものになっている
	
	

	４
	当年度計画の実行性
	計画した事業量を実行するため、具体的な施業地を選定し、その年間スケジュールを作成している
	
	

	
	
	その年間スケジュールは、必要に応じ適宜修正している
	
	

	５
	次年度以降の実行性
	次年度以降の具体的な施業地を選定している
	
	

	
	
	次年度以降の必要な事業量を計画している
	
	

	
	
	向こう3年程度必要な事業量を計画している
	
	

	
	次年度以降の実行体制
	保育事業と林産事業との連携に向けた戦略がある
	
	

	
	
	次年度以降の事業計画を実行できる現場体制を計画している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5点
達成目標１：提案型集約化施業の実行のために必要な、組織の推進体制が構築されている。
評価基準1-3．提案型集約化施業の実行に必要な、組織内の役割分担・指示命令系統が整備され、同時に必要な人材配置が行われている
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	組織内の役割分担・指示命令系統を整備していない
	
	

	１
	組織内の役割分担・指示命令系統を今後整備する予定である
	
	

	２
	組織内の役割分担・指示命令系統を整備している
	
	

	３
	組織内の役割分担
	プランナーの役割が明確になっている
	
	

	
	
	現場職員の役割が明確になっている
	
	

	
	
	外注先の役割が明確になっている
	
	

	４
	指示命令系統の整備
	経営・マネジメント層と担当者間の指示命令系統が整備されている
	
	

	
	
	プランナーと現場職員との間に施業の指示命令系統が整備されている
	
	

	
	
	プランナーと外注先との間に施業の指示命令系統が整備されている
	
	

	
	人材の配置
	役割や業務量に見合った人員を配置している
	
	

	
	
	各担当が納得してその任にあたっている
	
	

	５
	配置の見直し
	業務量の変化に応じて人員の配置を定期的に見直している
	
	

	
	
	業務量の変化に応じて役割分担を定期的に見直している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標２：実行可能で透明性の高い施業提案書及び完了報告書が作成されている。
評価基準2-1．必要事項を満たした施業提案書が作成され、適切な単価設定が行われている。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	施業提案書を作成していない
	
	

	１
	施業提案書を今後作成する予定である
	
	

	２
	施業提案書を作成している
	
	

	３
	記載事項

（施業内容）
	地番や担当者名などの基本情報が明記されている
	
	

	
	
	立木本数や樹種・林齢などの森林現況が明記されている
	
	

	
	
	間伐率や搬出材積などの施業提案内容が明記されている
	
	

	
	記載事項

（見積り）
	現場作業費が明記されている
	
	

	
	
	諸経費や手数料が明記されている
	
	

	
	
	想定される補助金や木材売り上げが明記されている
	
	

	
	
	返却予定金・負担金が明記されている
	
	

	４
	単価の妥当性
	これまでの実績や、素材生産の計画数量を反映した単価設定になっている
	
	

	
	
	プランナー経費や事業管理費に見合った諸経費や手数料率の検討がされている
	
	


	
	
	外注先へ発注する場合、事業費が適正か検討されている
	
	

	５
	施業提案
	工程別単価が設定されている
	
	

	
	
	所有者が理解しやすいように図面・写真の添付など工夫をしている
	
	

	
	
	施業提案書の様式を必要に応じて見直している
	
	

	
	
	所有者からの依頼が得やすい提案の方法を実践している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標２：実行可能で透明性の高い施業提案書及び完了報告書が作成されている。
評価基準2-2．施業を依頼した森林所有者に対して、完了報告書に基づき、適切に精算が行われている。
	素
点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	完了報告書を作成していない
	
	

	１
	完了報告書を今後作成する予定である
	
	

	２
	完了報告書を作成している
	
	

	３
	記載事項
	施業提案書の項目を反映した完了報告書になっている
	
	

	４
	精算の透明性
	木材売上を実績に基づいて精算している
	
	

	
	
	補助金を実費に基づいて精算している
	
	

	
	精算業務
	補助金精算後に遅滞なく精算を行っている
	
	

	５
	精算の透明性
	工程別単価に基づいて精算している
	
	

	
	完了報告書の様式
	完了報告書が所有者にとって見やすい様式になっている
	
	

	
	完了報告書の様式販売努力
	完了報告書の様式を必要に応じ見直し工夫を行っている
	
	

	
	
	木材販路の開拓を行っている
	
	

	
	販売努力
	市況に応じて販路を選択している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標２：実行可能で透明性の高い施業提案書及び完了報告書が作成されている。
評価基準2-3．施業地ごとのコスト把握が行われ、収支の管理や工程別標準単価の見直しに活用されている。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	施業地ごとのコスト把握による収支管理を行っていない
	
	

	１
	施業地ごとのコスト把握による収支管理を今後実施する予定である
	
	

	２
	施業地ごとのコスト把握による収支管理を実施している
	
	

	３
	作業日報
	施業地ごとに集計している
	
	

	
	
	従事した作業内容（工程）を記入する様式になっている
	
	

	
	
	作業量（伐倒本数や運搬回数など）を記入する様式になっている
	
	

	
	機械日報
	機械日報を記録している
	
	

	
	
	使用燃料や運転時間を記入する様式になっている
	
	

	
	施業結果の把握
	間伐生産性・コスト分析シート等を活用し、施業地の生産性・コストを把握している
	
	

	４
	施業結果の共有
	プランナーが施業結果を数値で示せる
	
	

	
	
	施業結果を現場職員と共有している
	
	

	５
	単価の見直し
	複数事業地の施業結果からコスト分析を行っている
	
	

	
	
	分析結果を基に工程別単価の定期的な見直しを行っている
	
	

	
	改善への取組み
	作業日報を基に工程毎に掛かった人工数や機械の使用日数などを集計している
	
	

	
	
	分析結果からコスト削減に向けた努力を行っている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標３：長期的な視点に立った森林施業のあり方を検討しながら、施業技術の改善に常に取り組んでいる。
評価基準3-1．施業体系を十分に検討した上で将来を見据えた森林施業を実施し、かつその効果を検証し、施業体系の見直しを行っている。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	施業体系の検討を行っていない
	
	

	１
	施業体系の検討を今後行う予定である
	
	

	２
	施業体系の検討を行っている
	
	

	３
	管理理念
	プランナーが施業方針を説明できる
	
	

	
	
	次回の間伐までの間伐・搬出方法を具体的に決めている
	
	

	
	長期的な利益への配慮
	間伐の際に残存木の損傷がないよう配慮している
	
	

	
	
	その時点での収益を優先した間伐を行っていない
	
	

	
	
	皆伐する場合は、その後に適切な更新が図られている(達成目標6へ→)
	
	

	４
	施業体系の見直し
	施業が原因と見られる気象災害が起きていないか確認をしている
	
	

	
	
	施業後の林分情報（成立本数・蓄積など）をデータとして蓄積している
	
	

	
	
	現地での仕上がりや林分情報データをもとに施業体系の改良につなげる仕組み（ＰＤＣＡサイクル）がある
	
	

	５
	施業体系の検討内容
	施業体系（想定伐期や目標林型等）について、実際のデータや試験研究結果等に基づいて検討している

	
	

	
	
	多様な林分状況に応じて個々に施業方法を検討している
	
	

	
	組織内での共有
	組織内の関係者が施業体系や施業結果を理解・共有している
	
	

	
	
	施業を外注する場合、外注先が施業体系や施業結果を理解・共有している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標３：長期的な視点に立った森林施業のあり方を検討しながら、施業技術の改善に常に取り組んでいる。
評価基準3-2．地域に合った路網の考え方が十分に検討された上で、実際に丁寧で無理のない施工方法により
安全な路網が開設されており、開設後も効率性や安全性の検証が行われている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	地域にあった路網開設の考え方の検討を行っていない
	
	

	１
	地域にあった路網開設の考え方の検討を今後行う予定である
	
	

	２
	地域にあった路網開設の考え方の検討を行っている
	
	

	３
	設計理念
	プランナーが設計理念を説明できる
	
	

	
	
	費用対効果の観点から適切な路網密度で設計されている
	
	

	
	
	伐開幅を必要以上に開けていない
	
	

	
	安全性・

耐久性への配慮
	走行車両に適した幅員、縦断勾配で設計されている
	
	

	
	
	切り取り法面の高さや角度に基準がある
	
	

	
	
	保護対策として路肩に構造物を設ける基準がある
	
	

	
	
	湧水や降雨水の排水処理が適切に行われている
	
	

	４
	路網開設の考え方の明文化
	路網開設の考え方をマニュアルとして明文化している
	
	

	
	
	プランナーと現場職員間で作業方法・手順を共有している
	
	

	
	
	仕上がりをプランナー、現場責任者の双方で確認している
	
	

	
	路網開設の考え方の見直し
	作業道が壊れた際に、その原因の検証を行っている
	
	

	
	
	路網開設の考え方を見直す仕組み（ＰＤＣＡサイクル）がある
	
	

	５
	施工方法の選択・検討
	現場の地形・土質や、気候条件に応じた工法や線形の選択を行っている
	
	

	
	
	様々な工法を比較、検討している
	
	

	
	路網配置
	基幹となる林道と支線としての作業道の組合せについて計画が立っている
	
	

	
	施工品質
	路網開設の考え方に沿って丁寧な施工が行われている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標３：長期的な視点に立った森林施業のあり方を検討しながら、施業技術の改善に常に取り組んでいる。
評価基準3-3．地域に合った作業システムの考え方を十分に検討した上で、作業システムを構築し、更なる改
善に取り組んでいる。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	地域にあった作業システムの考え方の検討を行っていない
	
	

	１
	地域にあった作業システムの考え方の検討を今後行う予定である
	
	

	２
	地域にあった作業システムの検討を行っている
	
	

	３
	全体設計
	工程間の生産性格差やボトルネックとなっている工程など、現行の作業システムの課題が明らかになっている
	
	

	
	
	路網の幅員や線形に合った機械を使用している
	
	

	
	
	機械のサイズや機種について、購入時に十分検討している
	
	

	
	
	現在の作業システムでの年間必要事業量を試算している
	
	

	４
	課題解決
	生産性を向上させる方法を検討している
	
	

	
	
	年間必要事業量を達成するための作業システムの改善計画を作成している
	
	

	
	組織内での共有
	プランナーと現場職員が課題を共有している
	
	

	
	
	改善計画に現場職員の意見を反映している。
	
	

	
	
	経営・マネジメント層が課題を認識している
	
	

	５
	システムの構築
	地域の地形に合わせて作業システムの選択を行っている
	
	

	
	
	様々な作業システムを比較、検討している
	
	

	
	
	現場職員と連携し地域に合った作業システムを構築している
	
	

	
	
	複数の林産班や土木班の間で作業システムを検証する機会を設けている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標４：現場のマネジメント体制が整っている。
評価基準4-1．施業指示書やスケジュール管理表など、現場のマネジメントに必要なツールが整備され、実際
に活用されている。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	施業指示書やスケジュール管理表など現場のマネジメントに必要なツールを整備していない
	
	

	１
	施業指示書やスケジュール管理表など現場のマネジメントに必要なツールの整備を今後行う予定である
	
	

	２
	施業指示書やスケジュール管理表など現場のマネジメントに必要なツールを整備している
	
	

	３
	施業指示書
	作業種・面積・図面などの基本情報を記載している
	
	

	
	
	間伐率・選木基準・伐倒方法を記載している
	
	

	
	
	必要に応じて採材基準・仕分け方法を記載している
	
	

	
	スケジュール管理表
	ホワイトボードなど関係者全体で確認できる仕組みがある
	
	

	
	
	人員や機械の配置が工程ごとに管理されている
	
	

	４
	施業確認
	施業指示書に沿って施業がされているか確認している
	
	

	
	
	指示内容に問題点がなかったかを確認している
	
	

	
	
	問題発生時の連絡体制を整備している
	
	

	
	工程管理
	施業地やチーム間で連携して人員・機械の配置・調整を行っている
	
	

	
	
	現場の進捗状況により人員・機械の配置を見直している
	
	

	
	
	プランナーと現場職員が現場の進捗状況を共有している
	
	

	５
	現場管理の向上
	見直しの結果から更なる改善に取り組んでいる
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標４：現場のマネジメント体制が整っている。
評価基準4-2．現場技能者に対して目標とする技術レベルが管理者との間で共有され、教育訓練・能力開発の推
進に取り組んでいる。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	現場技能者と管理者（主に事務所にいる管理者を想定）との話し合いや教育訓練・能力開発の推進を行っていない
	
	

	１
	現場技能者と管理者との話し合いや、教育訓練・能力開発の推進をこれから行う予定である
	
	

	２
	現場技能者と管理者との話し合いや、教育訓練・能力開発の推進を行っている
	
	

	３
	目標とする技術レベルの設定
	目標とする技術レベルを設定している
	
	

	
	
	現場技能者と管理者の間で目標を共有している
	
	

	４
	目標とする技術

レベルの明文化
	期待される役割や水準を明文化している
	
	

	
	
	必要な技術・能力（資格）の一覧を作成している
	
	

	
	現場技能者への教育訓練

や能力開発の実施
	研修会等へ積極的に参加させているか、または独自の研修を開催している
	
	

	
	
	業界の動向や最新情報を取得できるしくみがある
	
	

	
	
	関連資格の取得助成や手当を設けている
	
	

	
	育成計画
	事業計画に合わせて計画的に能力向上を行っている
	
	

	
	
	必要となる人材確保のための計画を立てている
	
	

	５
	定期的な話し合いと

目標の見直し
	目標の見直しの為の話し合いが定期的に行われている
	
	

	
	
	話し合いの結果から目標を改訂している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標４：現場のマネジメント体制が整っている。
評価基準4-3．就業規則の提示、社会保険の加入の促進、労働災害防止の取組など労働環境が整備されている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	※本基準は、法律で定められた事項であり、法律を遵守していれば、「採点基準３」は満たすことができるため、あえて「採点基準0～2」については記載していない。
	
	

	１
	
	
	

	２
	
	
	

	３
　
	就業規則の整備
	就業規則を提示している
	
	

	
	福利厚生の整備
	雇用保険・労災保険等社会保険に加入している
	
	

	
	労働災害防止
	新規参入者への安全教育を行っている
	
	

	
	
	定期的に安全会議を行っている
	
	

	
	
	事故発生時の緊急連絡体制を整備している
	
	

	
	
	作業に必要な免許・資格や講習を取得している
	
	

	４
	安全衛生
	作業前ミーティング（KY活動など）を行っている
	
	

	
	
	災害防止対策をリスクアセスメント等により検討している
	
	

	
	
	災害発生状況と防止対策を組織内で共有している
	
	

	
	
	定期健康診断・特殊健康診断を行っている
	
	

	５
	法定外福利厚生の整備
	退職金制度（中退共・林退共など）に加入している
	
	

	
	
	独自にレクリエーション支援や見舞金などの制度を設けている
	
	

	
	
	職員との話し合いにより制度の見直しを行っている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入
※申請者は審査結果欄に記入しないこと

【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標４：現場のマネジメント体制が整っている。
評価基準4-4．外注先を適切にマネジメントし、森林所有者に対して責任の持てる業務プロセスを実行している。

	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	契約関連書類を適切に取り交わしていない
	
	

	１
	契約関連書類をこれから取り交わす予定である
	
	

	２
	契約関連書類を取り交わしている
	
	

	３
	契約関連書類
	契約書面で作業内容や事業費（請負単価）を明示している
	
	

	
	
	図面・仕様書を提示している
	
	

	
	
	入場者名簿を提出させている
	
	

	
	
	所持資格・免許の確認を行っている
	
	

	
	施工管理
	仕様書に基づき完成検査を行っている
	
	

	４
	現場作業の指示
	間伐率や選木基準を示している
	
	

	
	
	路網開設の基準を示している
	
	

	
	
	採材や仕分けの基準を示している
	
	

	
	役割分担の明確化
	発注者と受注者の役割が明確になっている
	
	

	
	
	施業に対する責任の範囲が明確になっている
	
	

	
	品質の向上
	完成検査だけでなく中間検査など施業中の確認を行っている
	
	

	５
	効率の向上
	作業時間など作業日報で提出を求めている
	
	

	
	
	コスト分析を連携して取組んでいる
	
	

	
	契約の透明性
	契約金額・工期など契約内容の妥当性を検討している
	
	

	
	
	コスト分析の結果から契約内容の見直しをしている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標５：森林所有者との信頼関係、情報公開体制が確立されている。
評価基準5-1．提案型集約化施業における森林所有者への契約方法やPR方法等、対応の仕方が適切である。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	必要な契約書等を取り交わしていない
	
	

	１
	必要な契約書等をこれから取り交わす予定である
	
	

	２
	必要な契約書等を取り交わしている
	
	

	３
	契約書類
	受託造林時に受委託契約書を取り交わしている
	
	

	
	
	長期施業受委託契約書を取り交わしている
	
	

	
	PR・推進活動
	ダイレクトメールや広報誌等で情報を発信している
	
	

	４
	説明責任
	森林・林業の現状や動向を所有者に説明している
	
	

	
	
	提案型施業の趣旨や特徴を説明している
	
	

	
	
	木材価格の変動リスクなどデメリットまできちんと説明している
	
	

	
	
	森林所有者の意見を聞く仕組みがある
	
	

	
	
	クレームを聞く仕組みがある
	
	

	
	
	電話説明、個別訪問、座談会等により直接説明をしている
	
	

	５
	地域との連携
	理事や地域の代表者など外部からの協力を得て推進している
	
	

	
	
	市町村や県と連携しHP・SNS・広報等で広く情報を発信している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標５：森林所有者との信頼関係、情報公開体制が確立されている。
評価基準5-2．施業履歴等の森林情報が適切に整理されているのと同時に、境界確定など、地域の森林管理に繋がる取組が行われている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	森林情報が適切に管理されておらず、境界確定のための取組も行っていない
	
	

	１
	森林情報の管理及び、境界確定のための取組をこれから行う予定である
	
	

	２
	森林情報の管理及び、境界確定のための取組を始めている
	
	

	３
	森林情報の管理
	樹種・林齢・所有者などの基本情報を網羅している
	
	

	
	
	施業時の胸高直径や樹高などの数値をデータに残している
	
	

	
	
	施業完了後、速やかに施業履歴を更新している
	
	

	
	森林情報の活用
	蓄積した森林情報を基に対象森林の管理計画を策定している
	
	

	
	
	蓄積した森林情報を基に団地設定を行っている
	
	

	４
	境界確定の取組み
	施業にあたり確認した境界に半永久的に残る目印を入れている
	
	

	
	
	複数の所有者を集め、境界確認を行う機会を設けている
	
	

	５
	データでの管理
	必要な情報がすぐに確認できる仕組みがある
	
	

	
	
	GIS等を活用し、森林情報の管理を行っている
	
	

	
	
	境界確認時にGNSS等で数値に残している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　
※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標５：森林所有者との信頼関係、情報公開体制が確立されている。
評価基準5-3．策定された長期目標や事業計画、及び実績や経営状況が適切に情報公開されている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	情報公開を行っていない
	
	

	１
	情報公開をこれから行う予定である
	
	

	２
	情報公開を行っている
	
	

	３
	決算資料の整備
	決算報告に提案型施業の実績数値を記載している
	
	

	
	
	事業計画に提案型施業の予定数値を記載している
	
	

	
	
	関係者が閲覧可能な状態になっている
	
	

	４
	情報の発信
	森林所有者や協力事業体などに、組織の実績や事業計画等を発信している。
	
	

	
	
	森林所有者や協力事業体などに、組織としての経営理念や提案型施業の取組み方針を発信している。
	
	

	５
	情報公開の工夫
	インターネットなどを活用し、組織としての方針を積極的に発信している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　
※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標6：主伐・再造林の適正実施のための体制が構築されている
評価基準6-1．主伐・再造林に関する方針と組織体制が構築されている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	主伐・再造林に関する基本方針（行動規範）を策定していない
	
	

	１
	主伐・再造林に関する基本方針（行動規範）を今後策定予定である
	
	

	２
	主伐・再造林に関する基本方針（行動規範）が策定されている
	
	

	３
	組織内部で主伐・再造林に関する基本方針（行動規範）が共有されている
	
	

	
	組織内の主伐・再造林に関する役割分担及び指示命令系統が明確になっている
	
	

	４
	中長期的な方針・ビジョンの中で主伐・再造林に関する事項が盛り込まれている
	
	

	
	主伐・再造林に関する基本方針（行動規範）が中長期的な方針・ビジョンと整合している
	
	

	
	主伐・再造林を行う上でのマニュアル等が作成され内部で共有されている
	
	

	
	体制整備と教育訓練が進んでおり、適正に運用されている
	
	

	５
	主伐・再造林に関する事後評価（１０年程度のスパン）を行う体制が整備されている
	
	

	
	主伐・再造林について、外注・行政と連携した実施体制が確立している
	
	

	
	地域社会や利害関係者との対話・情報共有を行う体制が整備されている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　
※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標6：主伐・再造林の適正実施のための体制が構築されている
評価基準6-2．主伐・再造林に関する法令遵守及び森林所有者との合意形成が行われている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	伐採等に必要な届出・許認可手続きが行われていない
	
	

	１
	伐採等に必要な届出・許認可手続きが行われている
	
	

	
	主伐箇所の森林所有者、登記、境界（森林所有者の同意）の確認が行われている
	
	

	２
	買取林産と受託林産の違いについて、森林所有者に説明している
	
	

	
	買取林産
	立木売買契約書を施業前に交わしている
	
	

	
	
	立木買取金額の支払いを契約通りに精算している
	
	

	
	受託林産
	委託販売契約書を施業前に交わしている
	
	

	
	
	立木販売代金と伐採・販売にかかる概算経費及び概算収支を森林所有者に提示している
	
	

	３
	立木調査結果及び森林所有者に対する提示金額について内部決裁を行っている
	
	

	
	主伐収入だけでなく、再造林の方法、費用負担、補助制度、自己負担見込額についても森林所有者に分かりやすく提示している
	
	

	
	各法令、各地域の規制に沿った環境負荷の少ない主伐方法（保護帯の設置、モザイク状の小面積皆伐等）を選択している
	
	

	４
	必要に応じて専門家（林業関係、動植物関係、文化財関係、法律関係等）の意見を取り入れている
	
	

	５
	必要に応じて、山林所得や税務上の一般的な留意点について情報提供を行っている
	
	

	
	再造林の同意書、立木代金からの預かり金制度や再造林を含む契約等により、森林所有者との再造林合意形成が確実に図られている
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　
※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※0～5

達成目標6：主伐・再造林の適正実施のための体制が構築されている
評価基準6-3．主伐・再造林の計画実施及びその後の実績管理が行われている。
	素点
	採　　点　　基　　準
	自己
採点
	審査結果

	０
	主伐と連動した再造林計画を策定していない
	
	

	1
	主伐と連動した再造林計画を今後策定する予定である
	
	

	２
	再造林ありきではなく、その場所における最適な更新方法を常に検討している
	
	

	
	再造林の計画
	主伐・再造林の計画は経済的な合理性を踏まえた内容となっている
	
	

	
	
	再造林予算、苗木確保、補助金申請など、必要な体制が内部で構築されている
	
	

	
	
	再造林にかかる情報が内部で共有され、実行性あるスケジュールが組まれている
	
	

	
	
	経費、補助金、自己負担が内部で整理され、再造林計画に反映されている
	
	

	３
	再造林後の育林
	生育状況を記録し、補植の判断基準も明確になっている
	
	

	
	
	下刈・補植・獣害対策等を継続的に実施している
	
	

	
	天然更新の管理
	天然更新を選択した場合、その後の更新状況について確認し、その結果によって適切な対応を取っている
	
	

	４
	主伐・再造林の実績がGIS等により把握され、面的・時系列的に整理されている
	
	

	
	再造林地ごとに実施状況を把握し、効果検証と改善が行われている
	
	

	
	皆伐後の更新については、地域の将来の森林像、目標林型、林分構成や環境条件を考慮した再造林樹種・更新方法が選定されている
	
	

	５
	主伐後に環境面のマイナスが出ていないか評価し、結果に応じて対策を講じている
	
	

	
	施業地ごとの地形・土壌・生物及び地域住民の意向を踏まえたリスクマネジメントを行っている
	
	

	
	地域全体の森林資源や林分体系、環境等に配慮し主伐・再造林の長期計画を策定している
	
	


※申請者は該当する項目に☑を記入　
※申請者は審査結果欄に記入しないこと
【審査員記入欄】
◇特に評価できる取組
	


◇今後改善すべき事項
	


	審査結果
（素点）
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【提案型集約化施業モデル団体の認定評価　採点結果一覧】
	事業体名
	

	現地審査日程
	令和　　年　　月　　日（　　）～　　月　　日（　　）

	審査員名
	


	達成目標
	評価基準
	素点
	平均点
	コメント

	１
	１－１
	
	
	

	
	１－２
	
	
	

	
	１－３
	
	
	

	２
	２－１
	
	
	

	
	２－２
	
	
	

	
	２－３
	
	
	

	３
	３－１
	
	
	

	
	３－２
	
	
	

	
	３－３
	
	
	

	４
	４－１
	
	
	

	
	４－２
	
	
	

	
	４－３
	
	
	

	
	４－４
	
	
	

	５
	５－１
	
	
	

	
	５－２
	
	
	

	
	５－３
	
	
	

	６
	６－１
	
	
	

	
	６－２
	
	
	

	
	６－３
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